




























　　ちにもっている単純な労働力の支出」(K. I. S.59) という意味である。
３）例えば，脇田滋は「労働者派遣法は根本的には廃止するべきである。／ただ当面は，立法的改善が可能
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，またはむしろ数倍されたもの












































高度な労働と単純な労働との，「熟練労働」(   skilled labour  ) と「不熟練労働」(  unskilled 

















































































10 斤の綿糸は単に人間の労働 6 時間の生産物とはいえない。綿糸の生産に生産手段として
役立つ綿花，機械の生産にも労働を要している。……( 綿花の生産に 20 時間，機械の生産
に要する労働時間のうち紡績過程中に消耗される部分４時間とすれば—引用者 ) 生産手段自
身にすでに 24 時間の労働を必要としていることになる。そこで綿糸 10 斤は，単に６時間の
労働の生産物ではなく，24 時間の過去の労働に 6 時間の紡績過程の労働を加えた 30 時間の
労働の生産物となる。／この紡績過程で行われる労働は，かくして二重の性質を持っている。
……すなわち一面では綿花を綿糸に生産する具体的なマルクスのいわゆる有用労働としてで

















































































































成というものを考えて，それぞれは，Km を作るための一環で，PmI を作っていても実は Km







もう 1 点は，人間の労働力というのは，何でも作れる。何でも作れるものが Pm Ⅱを作って





































































































































たとえば，右の (v)( 労働補助効果の項を指す—引用者 ) で述べたようなものが，ある生産物
の生産活動の手段として消費されるのではなく，その消費が人間の生活それ自体の内容を構
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On the Homogeneity and the Differentiality of Labour
Hitoshi YASUDA
（Department of Law, Economics and Public Policy, Faculty of Literature and Social Sciences）
　This paper studies the homogeneity of labour as contrasted with that of value. Based on my 
previous research on the possibility of differential and meritocratic labour in the principles of 
economy (Yasuda 2008), the possibility of differential labour as distinct from homogeneous labour is 
pursued through examination of the actual state of affairs in homogeneous labour. The findings are 
as follows:The homogeneity of labour is regarded as the homogeneity of productive labour, which 
presupposes the existence of non-productive labour; in the process where the value formation labour 
emerges from the productive labour. the non-value gormation labour, namely, the differentiality of 
labour, is also inevitable generated.
